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鈎虫と蜘虫との拾抗現象に関する実験的研究
第 2編 鈎虫の寄生犬に対する姻虫の感染実験
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第 1編に於ては鈎虫の虫体並びに浸出物保有の種々なるメジウム中に於ける豚畑虫飼育の試
験管内実験を行い，鈎虫の畑虫に対する抑制作用の有無を見た。本編に於ては犬を用いて感染
実験を行い，鈎虫の姻虫感染に対する拾抗現象を観察せんとした。
第1章文 献 カ月に再び成熟卵を与うるも肺臓に幼虫を見ずと云
同て腺虫聞に於ける再感染に際L，後感染抵抗の い， Oskar Wagnerは廿目鼠に成熟畑虫卵を試食
存在する事に就ては多くの報告がある。 Fulleborn， せしめたるに回数を重ねるに従し、感染は弱くなり， 
Herrick，岡田，松崎，鈴木氏等は鈎虫に就て，
Ransom，Steward，Oskar Wagner，松島，平田
氏等は姻虫に就て其の一次感染が第二次以後の感染
を阻止し，第一次感染により免疫の発生する事・を報
告している。 ー
鈎虫に関する上記文献を見るに Herrickは 10頭
の犬に鈎虫を経口感染せしめたるに，一次感染に比
し二次，三次と感染の回数を重ねるに従い，順次感
染し難くなる事を感染犬の産卵数により証明した。
岡田氏は犬に経口的に鈎虫を感染せしめたるに幼犬
程感染率高く，且つ一次，二次と感染を重ねるに従 
L、感染率の低下するを認めた。松崎氏は幼犬に人鈎
虫感染仔・虫を経皮的叉は経口的に感染せしめ，短期
間後之に犬鈎虫感染仔虫を経口的に感染せしめ，産
卵するに至り屠殺解剖し，小腸内成虫を数えたるに
対照たる幼犬に感染せしめ得たる成虫に比し著しく
少数なることを実験した。鈴木氏は白鼠に犬鈎虫感
染仔虫を反覆経口感染せしめたるに，第一次感染に
より第二次以後の感染は阻止せられ次第に感染率の
低下を来し，第四次感染に於ては殆んど感染せざる
に至ることを実験した。
蜘虫に関して上記文献を見るに Ransomは豚姻
虫卵を老幼多数の豚に投与実験をなし， 豚が生後 4
カ月以内にあらざれば感染せずと云い，横川，赤
木，三輪氏等は犬に就て統計的観察を行い，幼若な
る程蜘虫の寄生率高く年令の増加と共に減少すると
述べ免疫に言及した。 Stewardは姻虫成熟卵をラ
ッテに試食せしめ肺炎を起させ，其の平癒せし後 1 
肺臓，肝臓に移行する仔虫数の減少している事を証 
明した。松島氏は成熟豚及び人蜘虫卵を白鼠，マウ
スに与え 2週間間隔を置いて，第二，第三次再感染
を行レ，臓器中の仔虫数を算定し移行の僅少なるこ
とを証明した。平田氏は未だ蜘虫寄生を見ざる未免
疫犬(幼犬〉及び刺虫寄生を見た免疫犬(老犬〉に成
熱犬蜘虫卵を与え之を撲殺，諸臓器中の仔虫数を数
え，免疫犬には来免疫犬に比較し寄生の困難なるこ
とを証明している。
異種腺虫問に於ける後感染抵抗の有無に就ては各
腺虫間に依り種々なる成績を見てし、る。
鞭虫，鈎虫相互間に於て鈴木氏は鞭虫の前感染は
鈎虫の後感染を促進し，鈎虫の前感染は鞭虫の後感
染を阻止する事を犬鞭虫・犬鈎虫を白鼠に交叉感染
せしめ立証した。
姻虫，鞭虫相互間に於ては堀田，田中両氏は豚姻
虫，犬鞭虫を用いてマウスに試み，鞭虫後感染にで
は共の感染率は著明に低下し，畑虫後感染にては，
感染は寧ろ高率を示すと述べている。
鈎虫，蜘虫相互間に於ける後感染抵抗に就ては，
鈴木氏はその前感染が著明に各々の後感染を阻止す
ると述べている。即ち氏は犬鈎虫仔虫をマウスに感
染せしめー居間隔を置き，畑虫卵を試食せしめ内臓
内移行仔虫数を算定し，姻仔虫の体内移行は一般に
著しく阻止せられる事を立証した。
永吉氏は統計的観察から鈎虫ア種とネ種とは拾抗
している現象を指摘した。
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第2章実験材料及び実験方法
寄生虫感染に際し同種，同族の動物を使用する事
の最適なるは勿論にして，著者は比較的得易く，且
つ実験に使なる犬及び犬蜘虫 (Toxocaracanis)， 
犬鈎虫 (Ancylostomacaninum)を用いた。
犬は幼若なる程寄生虫感染に対する抵抗性少なき
ことより，実験には幼若なる仔犬を使用した。生後
3カ月以内の仔犬中より検便に依り既に犬鈎虫の高
度寄生を認めるもの 13頭，及び寄生虫感染なきもの
6頭を選び，後者に就ては鈎仔虫を経口，経皮的に
.感染せしめ虫卵の排出を認めるに至り実験に使用し 
た。
犬の飼育管理には経過中の自然感染を出来る限り
避けるため，各犬別に隔離した動物小舎にて飼育
し床は毎日クレゾール水による消毒及び洗礁を実
施した。食餌は煮沸せる残飯及び71'<を与え且つピタ
ミシ類，特にAの不足が感染に重要なる影響ある事
よりして，ピタミンAの欠乏を来さざる様に肝油の
小量を混じ与えたo
実験材料たる蜘虫卵は犬蜘虫の雌虫を解体し子宮
の陸に連なる約制約 2cmを勢り，内容たる受精
卵のみを軽き圧を加え，瓦上に押し出し薄く平坦に
展べ，シャーレに納め培養瓦の 2/3迄1.0%ホルマ
リユ/71くを加えたる浄水を注ぎ， 250C 瞬卵器に容れ瞬
化発育せしめた。培養後 30日乃至 45日経過し，仔
虫完成し卵殻内にて、活畿に運動せるものを使用し
た。
虫卵は何れも 1頭に対し 1000個宛段与を行った
が，虫卵数の算定には培養瓦上の卵塊に数滴の培養
水を滴下し稀薄なる卵液とし，白金耳により物体板
上に採り直接検鏡算定した。
算定した物体板上の卵は水にて洗し、出し，尖底グ
ラスに入れ静置し卵の沈澱するを待ち，ピペットに
て大部分の水を捨て底部の卵を水と共に吸い採り，
食前空腹時に口腔深く注入試食せしめた。
成熟畑虫卵 1000個宛経口投与した鈎虫寄生仔犬
は連日糞便検査を実施し，虫卵の排出を調べ一定日
経過後撲殺解体し，腸管内姻虫並びに鈎虫成虫数を
算定し姻虫感染及び鈎姻虫共存の有無を調べた。対
照として寄生虫卵を認めない未感染仔犬4頭に対し
も同様に成熟畑虫卵を投与し爾後の検査を実施し
た。
糞便虫卵検査には直接塗抹2枚及び飽和食塩水
。七重 1，200)浮活字法を用いた。飽和食塩水浮遊法を
用いたのは犬の糞便中には砂，食物線維，其の他の
爽雑物多く直接塗、関去，沈搬法によるよりも明確に
虫卵を発見し得るためで、ある。
第 3章予備実験(鈎虫感染試験)(第 5表〉
鈎虫高度寄生犬を得るため寄生虫感染類、き仔犬6
頭に対し鈎虫感染実験を行った。何れも生後約2カ
月の仔犬にて糞便検査により寄生虫卵を認めざるも
のを選び，之に鈎仔虫 100.0隻を各 500隻宛経口， 
経皮的に投与した。
鈎仔虫は犬に寄生する Ancylostoma . caninum 
の感染仔虫にして，排粧直後の鈎虫卵を含む便を 250
C鱗卵器中に於て 1週間瓦培養を行い瞬化，シャ
~レ内水中に活字出し来りし感染仔虫を含む水を撹持
し仔虫を均等ならしめ，ピペットにて速やかにその 
0.15ccを採り其の中に含有する仔虫数を算定，之を 
3回繰返し平均数を求め， 500隻の仔虫を含有する
水を計り採り，尖底グラスに容れ静置し仔虫の沈澱
するを待ち，ピペットにて大部分の水を捨て尖底の
仔虫を水と共に吸い採り，之を経口的にはピペット
を用い空腹時仔犬の口腔深く注入し，経皮的には腹
部を剃毛し其の上に滴下しガーゼ片を被せ乾燥する
迄放置した。
仔虫投与後連日糞便検査を行ったが，投与後 2，3 
日目には比較的多数の仔虫が生存するもの，或は死
滅するものを混じて排出されるのを見た。爾後漸次
其の数を減ずるも向 11日乃至 15日聞に亘り仔虫の
排出されるのを見た。これは経口的に投与された仔
虫が共の俸腸管を通過して排出されるのは勿論，体
内移行を行った仔虫が再び腸管に来り排出されしも
のとも考えられる。
虫卵の検出を見たのは 20日目--25日目にして全
例に於て感染を確めた。次章虫回虫感染実験を行い，
約 4ヶ月後之を撲殺腸内成虫寄生数を算定した結果
は 67 隻.~255 隻K して，投与仔虫数に対する感染率
第 5表鈎虫感染試験成績 
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は6.7%.-...25.5%にして平均 17.3%であった。
第4章本実験成績
、 第 1節実験開始前仔犬糞便中の
S 表コ6鈎虫卵数(第 J 
自国虫卵投与前 3固にわたり各仔犬の糞便 19中の
鈎虫卵数を算定した。虫卵算定には Stoll氏法に依
り，糞便の各所より正確に 3gの使を秤量し，これ
を大試験管にとり N/lONaOH 45 ccを加えよく振
謹混和し 30分開放置じた後，再度振還し完全に混
和された液の 0.15ccをピペットで吸い採り，之を載
物硝子上に滴下し全虫卵数を算定する。この値を 
100倍したものが 19中の虫卵数であるのこれを糞
便の性状により硬便 0.5，檎硬い停 0.66，泥状使1.5，
下痢便2.0を乗じ修正し3回測定の平均値を求めた。
鈎虫既感染犬 13頭に於て，実験開始前糞便の 19
中の虫卵数 (E.P. G. P. F.)は3900--27200の多数
であり，第2章実験に依る鈎虫感染犬に於ては 900 
--1900で、あった。
'これにより本実験に使用せる鈎虫既感染犬の鈎虫
寄生数は，鈎虫仔虫 1000隻感染実験により得たる仔
犬の鈎虫寄生数より甚だ多数なることがうかがわれ 
る。
第 6表実験開始時仔犬糞使中鈎虫卵数
↓仔犬|糞便 19中 1I 1仔犬|糞便 19中
番号|虫卵数 1!番号|虫卵数 
J(No.)1E.P.G.P.F.11 ICNo.)1E.P.G.P.F. 
123 1 3900鈎既125800 1. 
1 24 8800 13 1 9200 1. 
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1800 養衰え食慾なく脊を屈し，うずくまり，暖噺を発し，
900 
強度の衰弱を来し 2例に死亡を見た。
1900 
LqL 1200 
実験的鈎虫感染仔犬に於ては 3例に粘血液の排粧
t 1500 を見たが何れも少量にして，且つ長期連続的に排粧
第 2節姻虫卵投与後の臨床症状〈第7表〉
畑虫卵試食後の運動状態，食慾，下痢，円高吐等の
胃腸症状及び咳噺，呼吸困難等の呼吸器症状の発現
に注意した。
鈎虫高度既感染仔犬 13頭に於ては既に実験開始
時，末感梁仔犬に比し多少元気衰え食慾不振，栄養
不良等，一般状態の稿々侵されたものが多かった。
即ち一般に試食後 1.-..3日間運動不活溌となり食思
減退を来すものが多く， 10頭に於て見られたo中5 
頭に於ては食思減退梢々強度にしてその中 2頭に絶
食するを見た。一時的のl幅吐は 2頭に見られた。何
れも 4，5日にして回復した。
呼吸器症状を認めたる例は 8頭であったが，何れ
も咳噺，噴!曜の程度で畑虫性肺炎を思わせる呼吸速
追，呼吸困難を見た例は無かった。咳噺の発現は 7
日--12日の問に発来L，多くは 2日--4日にして消
徳した。
実験的に予め鈎虫を感染させた犬6頭に於ては，
蜘虫卵試食後 3頭は 2--3日間運動不活穣， 4頭に食
思減退を来たした。何れも 3..._4日目には回復した。
呼吸器症状たる暖噺の発現は6日--10日頃より全例
に於て認め，多くは 3--4日間にて消槌した。呼吸
困難を来たした例はなく 1例に於て梢々呼吸促迫の
状を見た。
対照たる鈎虫未感染犬4頭に於ては，萩期には著
~を見ず、11ft 1例に於てのみ食思減退， "1;百吐を見た。
他は何れも運動活溌，食思可良であった。試食後3 
'.-. 5日噴より運動梢々不活溌，不安状となり暖噺，
噴唾次で呼吸困難，呼吸速迫を来し蜘虫性肺炎を思
わせる症状を来した。食慾叉この時期に著明に減退
す。何れも 7.-...88噴より上記症状軽快し来り， 11，
~12 日に再び活綾な運動をなすに至った。
第 3節実験開始後糞仰検査成績(第 8表〉 
a)糞便の性状: 鈎虫既感染仔犬に於ては実験開
始時既に粘血液を混ずるものあり，実験全期間中に
は全例に粘血液の排11:1:するを見た。其の程度は閏形‘
使に粘血液の附情せるものより，下痢使に粘血液を
混じ，更に殆んど粘血液のみを排1m:するもの等種々
1300 であったが，粘j血液を多量に排粧する例に於ては栄
を見たものなく死亡せる例もなかった。
対照仔犬に於ては 1例に試食後 1.-..2回の間血液
の少量を混ずるを見た他，血便の排世を見なかった。 
b)投与畑虫卵及ひ万j虫の排世: 実験開始後連日
糞便を採取し虫卵検査を行った結果によると，鈎虫
既感染仔犬に於ては全例に投与畑虫卵の小数排湘:せ
られるを認めた。排慨は試食後 1日自に多く，長き 
ll:卵は成熟卵にて1日間にわたり認められた。排3は
仔虫の運動なきもの，戒は仔虫形成なき未成熟卵に
して，成熟仔虫の活溌に運動せる卵の排洗は見られ
なかった。前この時期に脱穀仔虫の排世も 9例に於
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第 7表 蜘虫卵投与後の臨床経過
仔 体 虫回年 臨 床 症 状 予
犬 虫
初期症組呼一
下痢
(g) 後
一号 
28. 5.20 1""，32 3020 +1- 死92日目 
3 
制-一 一
28. 5.203130 1-2 9-10+ト 一 + 
28. 5.204 2-3十 12-15 死.94日目+1-一 一 
重量|噛吐同 時|鑓警官官ヂ
+ 一
+ + 一 
2430 + + 
鈎 '+28. 6 22380 i 1-35 + 11--12+十十 一+十， 
+ 
十-一tI十 十+既 
一 十 
一 一
一 一 
一犬 
2-3 7-10一 
2260 一 
29. 7. 3230028 1-2+ + +一 
28. 6. 26 2510 8-11虫 +一 一 一 一 
28. 6.， 220408 1-4 12---13 +十 
28.10.129 2100 2-4_+ + 
感 28.10.1210 2630 +十

染
 
一 一 一
28.10.122370 8~1321 十 +一
2820 29. 3.24 2-422 + + +一 一
29. 3.2423 2530 十 十 十 十 土 
29. 3.24 224 9-10十 -1++一 一 
9---11 I日±28.10.27186013 十件 1-2 I+ 

14 I 2750 I28. 10. 27

+十+ 
十 I1-2 I+ I--I8"，，11 
15 油田 28.10.27 

25 I 2020 I29. 4.21
 一一 + I- I 10 十 
26 I 2420 I29. 4. 21 件一一 2 耕一 6-~ 
27 I 1970 I29. 4.21
番 重 卵月
(N号0.) 投与 日
E
廿 ー 
E
~_J_ 
一 
1-~l土上ニ1. 
-
6-8 
一一一一一一一一一一一 一‘一一一一.
血便
ペー
、守
7 3070 28. 6. 2 
11 2100 28.10.12 十 十 十 
12 2630 28.10.12 .- 一
20 2540 29. 3.24 
認め何れも死亡せるものであった。
糞便中幼虫の排甘f1:を見たのは No.5，No.2$の2
例にして， No.5に於ては試食後 32日自に姻幼虫 2
隻，長さ 2.8cm及び 3.6cmのものが， No.23に於 
ては 26日目及び 28目自に各 1隻及び 2隻が排湘;せ
られるを見た。体長は1.9cm-2.8cmで、あった。
鈎仔虫投与感染仔犬に於ては試食後 1日-2日の
間，投与蜘虫卵及び脱穀仔虫の排世を認めた。幼虫
の排世を認めたるは NO.27例に於て投与後 28沼田
に長さ 2.8cmの幼虫の排世されるのを見た。
対照たる鈎虫未感染仔犬に於ても試食後 1日-2
日間，投与畑虫卵及び脱殻t仔虫の排世されるを認め
たが，鈎虫既感染仔犬に比較し其の数に特に斐動あ
るとも思われず。幼虫の排世は No.7，No. 12の2
例に見られた。 No.7に於ては投与後 19日-24日 
自の聞に 3回に亘り夫々 1隻， 3隻， 3隻の幼虫り排
tI十 i 3-8 
5-10 I土 
+1-
1-2 4十 十
 
十件
 4-10+十 
6-9-1+ + 
況IT:されあるを見た。長さは 2.6cm-3.2cmのもので
あった。 No.12に於ては 34日目に姻幼虫 2隻の排
世されあるを見た。
c)感染刺虫卵の排出: 鈎虫既感染犬 13頭に於
では試食後約 3カ月聞に亘る検便にも遂に感染蜘虫
に依る排卵を認めなかった。
実験的鈎虫感染仔犬6頭に於ては No.15，No. 26 
の2頭に於て虫卵を検出した。虫卵を初めて検出し
たのは No.15に於ては試食後 58日目， No.26に於
ては試食後 52日目であり，爾後両例に於ては撲殺
する迄連日排卵を認め，何れも受精卵であった。 で可
対照仔犬4頭に於ては全例に感染蜘虫に依る排卵
を認めた。検出時期は No.7に於ては試食後 44日
目， No.11では 48日目， No.12では 55日目， No. 
20では 50日目であり，爾後全期間に亘り虫卵を検
出した。検出せる虫卵は何れも受精卵であった。
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第 8表 糞便所見並びに寄生成虫数
糞 便 検 査 経 
ICN仔犬番号o.コ
投姻与虫卵 年月目 書年
腸管(内隻成〉虫数
鈎吋虫4脱殻感染!鞠成虫 過日
仔虫 l蜘虫卵 出 数 日
ー 
2 28. 5.20 十件 十 + 一 92 28. 8.20 1320 。 
3 28. 5.20 tf十~-t+ + + 125 28. 9.22 736 0・ 
4 28. 5.20 tf十-;--t+ + 一 一 94 28. 8.22 615 。
鈎 5 28. 6. 2 十件---t+ + + 一 一 116 28. 9.26 492 。
虫 6 28. 6. 2 十~叫 十 + 一 116 28. 9.26 256 。
既 8 28. 6. 2 tf十 十 一 一 110 29. 1.30 893 。 
9 28.10.12 時~十ト + 一 一 110 29. 1.30 454 。
感 10 28.10.12 #十 十 十 一 一 119 29. 2. 8 1118 。
染 21 28.10.12 tf十~ァ}十 + 十 一 一 107 29. 7. 9 397 。
犬 22 29. 3.24 4十十~tト 十 十 一 110 29. 7. 12 626 
。 
23 29. 3.24 十~時 + 110 29. 7.12 288 。 
24 29. 3.24 十--tf十 十 十 一 一 116 29. 7.18 573 。 
28 29. 7. 3 tf十---t+ + + 115 29.10.27 311 。 
13 28.10.27 +--tト + .+ 一 74 29. 2. 8 255 。 
14 28.10.27 十---t+ 十， + 一 一 77 29. 2.11 182 。 
15 28.10.27 十-t十 十 .十 + 58 一 74 29. 2. 8 103 8 
25 29. 4.21 十--tf十 + 一 一 一 88 29. 7.18 238 。 
26 29. 4.21 十 + 十 52 88 29. 7.18 67 11 
27 29. 4.21 +.-:--t+ + 十 一 88 29. 7.18 195 。 
7 28. 6. 2 一 十 十 十~十卜 44 65 28. 8. 6 。48 
11 28.10.12 一 + 一.+--什 48 トー 71 28.12.22 。61 
12 28. 10. 12 一 十 + 十--+t 55 + 129 29. 2. 18 。25 
20 29. 3.24 一 十 + 十~十ト 50 + 134 29. 8. 5 。16 
蜘成虫の自然排出を認めたのは No.26，No. 11， 
No. 12，No. 20の4例に見られ， No.26に於ては 
82日自に姻成虫2隻， No.11にては 68日目 3隻， 
No.12にては 98日目 1隻， 105日目 3隻， 114日'目 
1隻， No. 20にては 102日目 4隻， 106日目 2隻，
111日目 1隻， 117日目 4隻， 124日目 3隻の排粧を
見た。
第 4節腸管内寄生成虫数(第8表〉
実験に使用した仔犬は虫回虫卵試食後，排卵を見た
ものに就ては排卵検出後約 1カ月にて，排卵を見ざ
るものは試食後約 3カ月以上観察してから之を撲
殺，実験中死亡せるものに就てはその都度解体し，
腸管を開き水にて洗糠し，畑氏虫はそのま L之を取
出し，鈎虫はスパーテルを用いて粘膜面を掻腿し，
撤襲中の鈎虫を水中に洗い出し， 0.5mm自の金網
をもって穏過し虫体を得た。
鈎虫既感染犬 13頭に於ては腸管内鈎成虫数最多
1320隻，最少 256隻を得，平均 621隻の多数を算 
uた。姻成虫は全例に認められなかった。
鈎仔虫投与感染犬6頭に於ては腸管内鈎虫寄生数
は 67隻乃至 255隻i平均 173隻であり，蜘成虫の 
寄生は虫卵を検出した No. 1~， No. 26の2例に認 
め，その数は 8隻及び 11隻であった。両例の鈎虫
寄生数は 103隻及び 67隻で、あった。
対照たる未感染犬4頭に於ては全例腸管中より姻
成虫を得，その数は 16隻--61隻，平均 38隻の寄生
数であった。
第 5章者 察 
a)姻虫卵の感染の難易: 鈎虫既感染仔犬 13頭
に於ては遂に感染姻虫よりの排卵は見られず，撲殺
後腸管内よりも畑成虫は認められなかった。予備実
験に依り予め鈎仔虫を経日，経皮感染せしめた鈎虫
感染仔犬6頭に於ては No.15，No. 26の2例に感
染蜘虫に依る排卵を認め， No.26に於ては畑成虫 2 
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隻の自然排出を認めた。撲殺後腸管内より夫々畑氏 に於ては対照犬に比較し蜘仔虫の肺臓移行数は少数
虫8隻及び 11隻を得た占他の 4例に於ては排卵を にして，且つその時期は遅延するが知く考えられ
認めず，腸管内蜘成虫の存在も認められなかった。 る。之に反して胃腸症状は鈎虫感染仔犬に於ては鈎
対照たる無鈎虫仔犬 4頭に於ては全例に感染姻虫に 虫未感染仔犬に比し顕著で高度の鈎虫感染をうけて
依る排卵を認め， 内 3 例に 3 隻 ~14隻の自然排虫 いる仔犬では成熟畑虫卵を投与して数日或は数週後
を認めた。撲殺後腸管内より畑成虫 16--61隻を得 下痢を来L，又は粘血便をもらすもめがあり，既感
対。 染仔犬の中 2例は衰弱して死亡した。この鈎虫の既
畑虫感染を見ぎる鈎虫既感染犬 13頭の実験開始 感染，未感染により呼吸器症状並びに胃腸症状に相
前糞便19中の鈎虫卵数は 3900--27200，平均 11123・遠の起る事は興味あるところで，その説明には更に
にして何れも鈎虫の高度寄生を予測せしむるものに 研究を要する点である。
して，且つ撲殺後腸管内鈎成虫数を見ても 256隻-- c)姻虫卵の排出について: 感染蜘虫よりの排卵 
1320隻，平均621隻の多数で、あった。 は対照犬4頭に於てはそれぞれ 44日目， 48日目，
鈎仔虫感染仔犬6頭に於ても，虫回虫感染を見ざる 50日目， 55日目に初めて検出したo鈎虫感染犬中 
4頭の腸管内鈎成虫数を見るに 182隻--255隻，平 排卵を見た 2頭に於ては 52日目及び 58日目に初め
均 217隻にして，姻虫感染を見た 2例の腸管内鈎成 て検出し，対照仔犬より梢々遅延するが如く考えら
虫数 103隻 --67隻に比し多数であった。 れる。
以上の成績より鈎虫の感染を認める仔犬に対する の五井町附近住民の蜘虫卵保有者低率に関して:
蜘虫後感染は鈎虫の寄生数比較的少数なるときは可 この事実の解釈は容易でなし、。犬と人間とでは畑虫
歯包にして，鈎虫の寄生数多きときは困難なるものと 感染の難易がある。且つ本実験例は少数で、あ!るので
考えられる。 この犬に於ける実験結果から直ちに類推する事は図
鈴木氏はマウスに犬鈎虫仔虫を試食せしめ一定期 難であるが，同地方の鈎虫寄生濃度の高い事が虫回虫
" 卵保有率の低い理由の一つに関係があるまいか。間後，豚蜘虫卵を経口投与し内臓移行の蜘仔虫数を
算定し，対照に比して肺臓，肝臓に移行する仔虫数 • 第 6章総 括 ι
の著しく少数なることを実験しているのと近似して 著者は鈎虫の高度既感染の仔犬及び鈎虫前感染を
いる。併Lながら鈎虫多数感染仔犬に蜘虫の感染困 行った仔犬並びに鈎虫未感染仔犬に対し成熟畑虫卵
難なる理由は免疫によって説明すべきか，叉鈎虫が を経口投与し，爾後の症状並びに排卵の状態等を観
蜘虫の感染定着に有害な物質を分泌するのかの問題 察した。而しで 10週以上経過した後之を撲殺し，
は今後の検討にまたねばならない。 腸管内蜘虫，鈎虫の生存数を調べ，畑虫感染の有無 
b)臨床経過につし，"、て:蜘虫卵経口投与後の臨床 を確認した。
症状より見るも鈎虫感染犬に於ては畑仔虫の肺臓移 主たる結果を総括すると次の如くである。
行時に見られる咳噺，呼吸困難等の姻虫性肺炎を思 1) 未感染犬に対する鈎仔虫 1000隻経口，経皮感
わせる呼吸器症状は比較的軽度，若くは認められな 染実験に於ては全例に感染を認めた。その排卵を認
い。呼吸器症状を認めたる例に於ても其の時期は投 めたるは投与後 20日乃至 25日自にして，腸管内鈎
与後 6日目以後，多くは 8日目以後にして且つ比較 成虫数は 67隻乃至255隻であった。
的短期間であった。これに反し対照犬に於ては蜘仔 2) 鈎虫の高度既感染犬に於ては成熟畑虫卵投与
虫の肺臓移行時に見られる咳噺，呼吸困難等の姻虫 に際し，仔虫の肺!臓移行を推測させる呼吸器症状は
性肺炎症状を全例に認め，且つその時期は 3目白乃 軽微にして，且つ遅延するか若くは全然之を認めな
至 6日目より認め比較的長期間にわたってしる。平 かったが，未感染犬に於ては投与後 3乃至 6日目よ
田氏の実験に依ると姻虫前感染なき仔犬(未免疫 り全例肺炎症状の発現を見た。之に反して胃腸症状
犬〉に対し姻虫卵を経口投与するとき，蜘仔虫の肺 は前者に強く後者に軽度であった。
臓移行は 3日後より見られ 5日乃至9日の問に最も 3) 感染蜘虫よりの排卵時期は鈎虫既感染犬に於
多く爾後漸次減少し， 15日乃至 19日を経過する ι ては未感染犬の場合より稿々遅延するが如く思われ
甚だしく些少となる。臨床症状より見るもこの時期 た。
に一致して咳噺，呼吸困難の症状を見ており，著者 4) 既庇鈎虫の高度に寄生している仔犬 13例は
の実験と一致した成績を見てL、る。即ち鈎虫感染犬 何れも畑虫感染を認めなかった。実験的に鈎虫の前 
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感染を行った仔犬 6例中 2例のみに姻虫感染を見 虫数は既感染仔犬では，平均621隻の多数であり，
た。然るに対照の鈎虫未感染犬4例に於ては腸管内 実験的に鈎虫前感染を行った仔犬で、も，平均 217隻
に蜘成虫を認め，感染を確め得た。 で，姻虫感染を見た 2例の鈎虫数平均 85隻より蓮 
5) 腸管内鈎虫数多い仔犬に於ては姻虫の感染は かに多数であった。
困難と思われた。即ち姻虫感染を見ない 17例の鈎
結 論
第 1編及び第2編の実験成績から次の事が結論されるO 即ち高度鈎虫感染者の糞便溶液中や
鈎虫体乳剤中では姻虫の生存期間は対照に比し僅かに短縮するに過ぎないが，生体内に於て出
鈎虫の寄生が多数の場合には蜘虫の感染定住に対する抑制作用の存在が推定されるO
(本論文の要旨は昭和 30年 10月第 15回寄生虫学会東日本支部大会に於て報告した〉
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲の労を賜わりま Lた恩師谷川教授に要心より
感謝の意を表し，向種々御援助を戴きました田波助教援，実川講師並びに衛生学教室員各{立に深
謝致します。
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